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（１）公益重視の管理経営の一層の推進

・平成２３年７月に改正した「森林・林業基本計画」に即し、発揮を期待する
機能毎の区域を設定することとされた。

・このため、国有林野事業では、個々の国有林野を重視すべき機能に応じ、
①自然維持タイプ（属地に係る生物多様性保全機能）
②森林空間利用タイプ（保健・レクリエーション機能、文化機能）
③山地災害防止タイプ（山地災害防止機能）
④快適環境形成タイプ（快適環境形成機能）
⑤水源かん養タイプ（水源かん養機能）

の５タイプを設定。

１

国有林野の管理経営に関する基本方針として、公益的機能の維持増進を旨
とする方針の下で、適切かつ効率的な管理経営を実施。

１．ユネスコエコパーク及びジオパークに係る国有林野の取組



（２）保護林制度

保護林の種類 目 的 箇所数 面積(千ha)

森林生態系保護地域 森林生態系の保存、野生動植物の保護、生物遺伝資源の保存 ２９ ６５０

森林生物遺伝資源保存林 森林生態系を構成する生物全般の遺伝 資源の保存 １２ ３５

林木遺伝資源保存林 林業樹種と希少樹種の遺伝資源の保存 ３２４ ９

植物群落保護林 希少な高山植物、学術上価値の高い樹木群等の保存 ３６９ １５７

特定動物生息地保護林 希少化している野生動物とその生息地・ 繁殖地の保護 ３８ ２２

特定地理等保護林
岩石の浸食や節理、温泉噴出物、氷河跡地等の特殊な地形・
地質の保護

３３ ３７

郷土の森 地域の自然・文化のシンボルとしての森林の保存 ３８ ４

合 計 ８４３ ９１５

「保護林制度」とは、国有林において、大正４年に発足した先駆的な自然
環境の保全制度。原生的な森林生態系等を厳正に保存する「森林生態系
保護地域」など、目的に応じて、７種類の「保護林」を設定。

注１：平成２４年４月１日現在の数値。注２：計の不一致は四捨五入による。 ２

・ ユネスコエコパークやジオパークの維持・管理を担保する制度であり、
適切な保護・管理を通じて、その価値を保全



（３）緑の回廊

「緑の回廊」とは、野生動植物の生息・生育地を結ぶ移動経路を確保すること
により、個体群の交流を促進して、種の保全や遺伝的な多様性を確保するた
め、「保護林」を中心にネットワークを形成する取組。

平成２４年４月１日現在、全国２４箇所５９万２千haを設置。

３



① 我が国最大規模の
原生的な照葉樹林の保護

② 照葉樹林を分断する人工林や
二次林を照葉樹林に復元

③ よりよい形で照葉樹林を後世に
継承

２．綾ユネスコエコパークにおける国有林野の取組事例
（綾の照葉樹林プロジェクト）

・ ９,５１６haの区域を設定
（うち国有林野８,７０３ha）

・ ５者により協定を締結・協働
（平成１７年５月） ４

国有林
照葉樹林の保護・復元 等

県 有 林
複層林化 等

町 有 林
照葉樹を活用した街づくり

・日本文化の基層／豊かな照葉樹林の継承
・照葉樹林を核とした自然共生の地域づくり

九州森林管理局

綾 町

てるはの森の会

宮崎県

NACS-J

イメージ （協働体制）

【連絡会議】

協定の締結
行動計画・中長期目標の策定
各主体での取組の企画・調整

プロジェクトエリア

協 働
＜多様な主体の森林づくりへの参画＞

民間企業

一般市民

情報発信、参画呼びかけ
市民・法人サポーターの形成等

（１）プロジェクトの目的



（２）プロジェクトの取組

至綾町役場

大吊り橋

大森岳

掃部岳

川中神社

小林市

西都市
西米良村

国富町

①保護エリア

②復元エリア

環境教育的利用

持続的林業経営

・ 保護・復元された広大な照葉樹林帯の出現

・ 循環型社会の構築

・ 自然と共生する地域づくり、地域振興 等

【５０～１００年後の姿（長期目標）】

【将来的な森林の姿を見据えたエリア区分の設定】

県有林・町有林
（保護・復元・持続的利用）

③持続的な利用を行うエリア

保護林の設定

人工林・針広混交林の除間伐、天然更新等

５



① 保護エリアの取組（保護林の設定と保護・管理）

至綾町役場

大吊り橋

大森岳

掃部岳

川中神社

小林市

西都市
西米良村

国富町

・現存する原生的な照葉樹林を、
「森林生態系保護地域」などの保護林に
設定。

・５年に一度モニタリング調査を実施。

６

綾森林生態系保護地域
(1,167ha)

大森岳植物群落保護林
(373ha)

掃部岳植物群落保護林
(627ha)

てるは郷土の森
(318ha)

② 復元エリアの取組
（緑の回廊の設定等）

・「保護林」相互を結ぶ区域を、
「綾川上流緑の回廊」に設定。

・照葉樹林の復元に向けた除間伐等
を実施。

・ボランティアによる間伐等の実施。

復元エリア
（緑の回廊）

復元エリア
（針広混交林）



③ 持続的な利用エリアの取組（環境教育的利用、持続的林業経営）

② 持続的林業経営の取組（除間伐）

至綾町役場

大吊り橋

大森岳

掃部岳

川中神社

小林市

西都市
西米良村

国富町

持続的林業経営

持続的林業経営

環境教育的利用

① 環境教育的利用

・森林教室など、環境教育
的利用を推進

・調査研究の実施

環境教育的利用

７

・環境に配慮した持続可能な木材生産

（３）各種調査の実施
保護・復元・持続的利用の取組に併せて
各種調査を実施

①保護林等のモニタリング調査
②照葉樹林の復元のための調査
③環境教育や森林資源に関する調査

・関係機関と調整しつつ、調査結果に基づき、
取組の改善・見直し等の順応的な管理を推進

（４） 広報、普及啓発活動




